
  

一 

令和 7 年 2 月 28 日（金曜日） 千 葉 県 報 第１４０１９号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

告 
 

示 

○ 

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定
の
解
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

家
畜
の
伝
染
病
予
防
検
査
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

家
畜
の
伝
染
病
予
防
注
射
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
に
基
づ
く
駆
除
命
令
□
二
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
□
四
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

○ 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
□
四
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
一 

○ 

都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
□
四
件
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
六 

 
 

選
挙
管
理
委
員
会
告
示 

○ 

令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
の
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
選
挙
運
動
に 

 
 

 

 
 

関
す
る
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
訂
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七 

 
 

公 
 

告 

○ 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
送
付
及
び
縦
覧
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七 

○ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
□
四
件
□ 

 
 

 
 

一
八 

 
 

人
事
委
員
会
公
告 

○ 

令
和
七
年
度
千
葉
県
職
員
採
用
上
級
試
験
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
百
二
号 

 

土
壌
汚
染
対
策
法
□
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
□
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
三
年
千

葉
県
告
示
第
六
百
七
十
七
号
□
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定
□
で
指
定
し
た
特
定
有

害
物
質
に
よ
□
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
□
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
当
該

汚
染
の
除
去
□
当
該
汚
染
の
拡
散
の
防
止
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
の
全
部
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
指
定
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

指
定
を
解
除
す
る
区
域 

旭
市
後
草
字
卒
甲
二
□
三
四
五
番
七
の
一
部
□
別
図
の
と
お
り
□ 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
□
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
□
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準 

 

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

三 

当
該
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
実
施
措
置 

土
壌
汚
染
の
除
去 

 

□
□
別
図
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
環
境
生
活
部
水
質
保
全
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
三
号 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
□
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
牛
及

び
水
牛
の
流
行
性
脳
炎
検
査
□
ブ
ル
セ
ラ
症
検
査
□
結
核
検
査
□
ヨ
□
ネ
病
検
査
□
ブ
ル
□
タ
ン
グ
検

査
□
ア
カ
バ
ネ
病
検
査
□
チ
□
ウ
ザ
ン
病
検
査
□
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
検
査
□
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
検

査
□
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
□
イ
バ
ラ
キ
病
検
査
及
び
牛
流
行
熱
検
査
□
牛
□
水
牛
□
め
ん
羊
及

び
山
羊
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査
□
豚
の
オ
□
エ
ス
キ
□
病
検
査
□
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
検
査

及
び
豚
流
行
性
下
痢
検
査
□
豚
及
び
い
の
し
し
の
豚
熱
検
査
及
び
ア
フ
リ
カ
豚
熱
検
査
□
鶏
□
あ
ひ
る
□

う
ず
ら
□
き
じ
□
だ
ち
□
う
□
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥
□
以
下
□
家
き
ん
□
と
い
う
□
□
の
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
□
鶏
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
・
プ
ロ
□
ラ
ム

に
よ
る
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
検
査
及
び
鳥
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
症
検
査
並
び
に
蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
検
査
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

実
施
の
目
的 

 

１ 

牛
及
び
水
牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
□
結
核
□
ヨ
□
ネ
病
□
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
及
び
牛
伝
染
性
リ
ン
パ

腫
□
牛
□
水
牛
□
め
ん
羊
及
び
山
羊
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
□
豚
の
オ
□
エ
ス
キ
□
病
□
豚
繁
殖
・

呼
吸
障
害
症
候
群
及
び
豚
流
行
性
下
痢
□
豚
及
び
い
の
し
し
の
豚
熱
□
鶏
の
鳥
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
症

並
び
に
蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
の
発
生
予
防
の
た
め 

 

２ 

牛
及
び
水
牛
の
流
行
性
脳
炎
□
ブ
ル
□
タ
ン
グ
□
ア
カ
バ
ネ
病
□
チ
□
ウ
ザ
ン
病
□
ア
イ
ノ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
□
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行
熱
□
豚
及
び
い
の
し
し
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
□
家
き
ん
の
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
び
に
鶏
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
・
プ

ロ
□
ラ
ム
に
よ
る
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
の
発
生
予
察
の
た
め 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 

１ 

実
施
区
域
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
□
水
牛
□
め
ん
羊
□
山
羊
□
豚
□
い
の
し
し
又
は
蜜
蜂
で
□
各

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の 

 

２ 
実
施
区
域
内
で
飼
育
し
て
い
る
鶏
で
種
卵
採
取
を
目
的
と
す
る
も
の
及
び
実
施
区
域
内
で
飼
育
し

て
い
る
家
き
ん
で
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の 

 

３ 

実
施
区
域
内
で
死
亡
し
た
牛
又
は
水
牛
の
死
体
で
□
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
も

の 

 

４ 

実
施
区
域
内
で
月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
十
八
月
以
上
で
死
亡
し
た
め
ん
羊
又
は
山
羊
の
死
体

で
□
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

7

年

2 

月

28

日 

定 
 

例 

 



 
 

 

二 

千 葉 県 報 第１４０１９号 令和 7 年 2 月 28 日（金曜日） 
 

 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
□
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長

が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
日 

五 
検
査
の
方
法 

 

１ 
牛
及
び
水
牛
の
ブ
ル
セ
ラ
症
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
急
速
凝
集
反
応
法
及
び
酵
素

免
疫
測
定
法
□
□
剖
検
□
病
理
組
織
検
査
□
細
菌
検
査
□
疫
学
的
検
査
□
臨
床
検
査
そ
の
他
必
要
と

認
め
る
検
査 

 

２ 

牛
及
び
水
牛
の
結
核
検
査
に
あ
□
て
は
□
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
□
剖
検
□
病
理
組
織
検
査
□
細
菌

検
査
□
組
織
検
体
の
遺
伝
子
学
的
検
査
□
疫
学
的
検
査
□
臨
床
検
査
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
検
査 

 

３ 

牛
及
び
水
牛
の
ヨ
□
ネ
病
検
査
に
あ
□
て
は
□
予
備
的
抗
体
検
出
法
に
よ
る
検
査
□
遺
伝
子
学
的

検
査
□
ヨ
□
ニ
ン
検
査
□
血
清
学
的
検
査
□
補
体
結
合
反
応
□
□
疫
学
的
検
査
□
臨
床
検
査
□
細
菌

検
査
そ
の
他
必
要
な
検
査 

 

４ 

牛
及
び
水
牛
の
流
行
性
脳
炎
検
査
□
ブ
ル
□
タ
ン
グ
検
査
□
ア
カ
バ
ネ
病
検
査
□
チ
□
ウ
ザ
ン
病

検
査
□
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
□
イ
バ
ラ
キ
病
検
査
及
び
牛
流
行
熱
検
査
に
あ
□
て
は
□
血

清
学
的
検
査
□
中
和
試
験
□
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 

５ 

牛
及
び
水
牛
の
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
酵
素
免
疫
測
定
法
及

び
中
和
試
験
□
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 

６ 

牛
及
び
水
牛
の
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
検
査
に
あ
□
て
は
□
疫
学
的
検
査
□
臨
床
検
査
□
剖
検
□
血

液
学
的
検
査
□
血
清
学
的
検
査
□
酵
素
免
疫
測
定
法
□
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査

及
び
病
理
組
織
検
査 

 

７ 

牛
□
水
牛
□
め
ん
羊
及
び
山
羊
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査
に
あ
□
て
は
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨

床
検
査 

 

８ 

豚
の
オ
□
エ
ス
キ
□
病
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
酵
素
免
疫
測
定
法
□
ラ
テ
□
ク
ス

凝
集
反
応
□
中
和
試
験
及
び
抗
体
識
別
酵
素
免
疫
測
定
法
□
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 

９ 

豚
の
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
間
接
蛍
光
抗
体
法
及
び

酵
素
免
疫
測
定
法
□
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 
 

 

豚
の
豚
流
行
性
下
痢
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
中
和
試
験
□
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□

疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 
 

 

豚
及
び
い
の
し
し
の
豚
熱
検
査
に
あ
□
て
は
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査
□
血
清

学
的
検
査
□
酵
素
免
疫
測
定
法
及
び
中
和
試
験
□
□
血
液
学
的
検
査
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 
 

 

豚
及
び
い
の
し
し
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
検
査
に
あ
□
て
は
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□
血
液
学
的
検
査
□

疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 
 

 

家
き
ん
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
に
あ
□

て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
酵
素
免
疫
測
定
法
□
寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応
及
び
赤
血
球
凝
集
抑
制
反

応
□
□
遺
伝
子
学
的
検
査
□
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査
□
疫
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査 

 
 

 

鶏
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
・
プ
ロ
□
ラ
ム
に
よ
る
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
検
査
及
び
鳥
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

症
検
査
に
あ
□
て
は
□
血
清
学
的
検
査
□
凝
集
反
応
□ 

 
 

 

蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
検
査
に
あ
□
て
は
□
細
菌
学
的
検
査
□
細
菌
培
養
及
び
脱
脂
乳
に
よ
る
試
験
□
□

遺
伝
子
学
的
検
査
及
び
臨
床
検
査
□
肉
眼
的
検
査
□ 

 
 

 

牛
及
び
水
牛
の
死
体
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査
に
あ
□
て
は
□
酵
素
免
疫
測
定
法
□
ウ
エ
ス
タ

ン
ブ
ロ
□
ト
法
及
び
免
疫
組
織
化
学
的
検
査 

 
 

 

め
ん
羊
及
び
山
羊
の
死
体
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査
に
あ
□
て
は
□
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
□
ト
法

及
び
免
疫
組
織
化
学
的
検
査 

 

千
葉
県
告
示
第
百
四
号 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
□
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
豚
及

び
い
の
し
し
の
豚
熱
の
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

実
施
の
目
的 

 
 

豚
熱
の
発
生
予
防
の
た
め 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

実
施
区
域
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
及
び
い
の
し
し
で
□
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
も

の 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
□
各
家
畜
保
健
衛
生
所
長

が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
日 

五 

注
射
の
方
法 

 
 

皮
下
又
は
筋
肉
内
注
射 

 

千
葉
県
告
示
第
百
五
号 

 

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
□
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
□
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
同
法
第
五
条
第
二
項
の
命
令
の
内
容
と
な

る
事
項
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

区
域 

 
 

館
山
市
□
旭
市
□
鴨
川
市
□
南
房
総
市
及
び
匝
瑳
市
並
び
に
安
房
郡
鋸
南
町
の
区
域
内
に
存
す
る
松

か
ら
な
る
森
林
□
以
下
□
松
林
□
と
い
う
□
□
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
□
省
略
し
□
そ
の
関
係
書
類
を
千
葉
県
農
林
水
産
部
森
林
課
並
び
に
館
山

市
□
旭
市
□
鴨
川
市
□
南
房
総
市
及
び
匝
瑳
市
の
各
市
役
所
並
び
に
安
房
郡
鋸
南
町
役
場
に
備
え
置
い

10 

 

11 
 

 

12 
 

 

13 
 

 

14 
 

 

16 
 

 

17 

 

15 
 



  

三 

令和 7 年 2 月 28 日（金曜日） 千 葉 県 報 第１４０１９号 

て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

期
間 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

森
林
病
害
虫
等
の
種
類 

 
 

松
の
枯
死
の
原
因
と
な
る
線
虫
類
を
運
ぶ
松
く
い
虫
□
以
下
□
松
く
い
虫
□
と
い
う
□
□ 

四 

行
う
べ
き
措
置
の
内
容 

 
 

松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
松
の
樹
木
の
存
す
る
松
林
を
所
有
し
□
又
は
管
理
す
る
者
は
□
当
該
樹

木
を
伐
倒
し
て
薬
剤
に
よ
る
防
除
又
は
破
砕
を
行
う
こ
と
□ 

五 

命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由 

 
 

松
く
い
虫
が
ま
ん
延
し
て
森
林
資
源
た
る
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

た
め 

六 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

 

１ 

四
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
は
□
森
林
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
□ 

 

２ 

四
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
破
砕
を
行
う
場
合
は
□
破
砕
後
の
木
片
の
厚
さ
が
六
ミ
リ
メ
□
ト
ル

□
木
材
チ
□
パ
□
に
よ
り
破
砕
す
る
場
合
に
あ
□
て
は
□
十
五
ミ
リ
メ
□
ト
ル
□
以
下
と
な
る
よ
う

に
破
砕
を
行
う
こ
と
□ 

 

３ 

四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
□
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
□
当
該
措
置
を
行
□
た
後
□
速
や
か
に
□
四

に
掲
げ
る
松
林
の
所
在
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
林
業
事
務
所
の
長
を
経
由
し
て
□
知
事
に
そ
の
旨
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
４
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
□
こ
の
限
り
で
な

い
□ 

 

４ 

四
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該
措

置
を
行
□
た
後
□
速
や
か
に
□
四
に
掲
げ
る
松
林
の
所
在
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
林
業
事
務
所
の
長

を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
し
□
そ
の
提
出
が
あ
□
た
と
き
は
□
知
事
は
□
当
該
申
請
者

が
四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
□
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
□
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
□
損
失
補
償

金
を
交
付
す
る
□ 

 

５ 

知
事
は
□
四
に
掲
げ
る
松
林
を
所
有
し
□
又
は
管
理
す
る
者
が
□
二
に
定
め
る
期
間
内
に
四
に
掲

げ
る
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
□
行
□
て
も
十
分
で
な
い
と
き
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
□
当

該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
あ
る
□ 

 

６ 

知
事
は
□
５
の
措
置
を
行
□
た
場
合
に
お
い
て
□
そ
の
費
用
の
額
が
□
四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う

べ
き
者
が
自
ら
そ
の
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
□
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な

る
べ
き
補
償
の
額
を
超
え
る
と
き
は
□
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る
額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
六
号 

 

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
□
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
□
同
条
第
一
項
第
四
号
の
命
令
の
内
容
と
な
る
事
項
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

区
域 

 
 

館
山
市
□
旭
市
□
鴨
川
市
□
南
房
総
市
及
び
匝
瑳
市
並
び
に
安
房
郡
鋸
南
町
の
区
域
内
に
存
す
る
松

か
ら
な
る
森
林
□
以
下
□
松
林
□
と
い
う
□
□
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 
 

□
□
次
の
と
お
り
□
は
□
省
略
し
□
そ
の
関
係
書
類
を
千
葉
県
農
林
水
産
部
森
林
課
並
び
に
館
山

市
□
旭
市
□
鴨
川
市
□
南
房
総
市
及
び
匝
瑳
市
の
各
市
役
所
並
び
に
安
房
郡
鋸
南
町
役
場
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

期
間 

 
 

令
和
七
年
五
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

森
林
病
害
虫
等
の
種
類 

 
 

松
の
枯
死
の
原
因
と
な
る
線
虫
類
を
運
ぶ
松
く
い
虫
□
以
下
□
松
く
い
虫
□
と
い
う
□
□ 

四 

行
う
べ
き
措
置
の
内
容 

 
 

松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け
□
又
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
樹
木
を
所
有
し
□
又
は
管
理
す
る
者
は
□

当
該
樹
木
に
つ
い
て
薬
剤
に
よ
る
防
除
を
実
施
す
る
こ
と
□ 

五 

命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由 

 
 

松
く
い
虫
が
ま
ん
延
し
て
森
林
資
源
た
る
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

た
め 

六 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

 

１ 

四
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
は
□
森
林
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
□ 

 

２ 

四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
□
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
□
当
該
措
置
を
行
□
た
後
□
速
や
か
に
□
四

に
掲
げ
る
樹
木
の
所
在
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
林
業
事
務
所
の
長
を
経
由
し
て
□
知
事
に
そ
の
旨
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
□
た
だ
し
□
３
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
□
こ
の
限
り
で
な

い
□ 

 

３ 

四
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
□
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該
措

置
を
行
□
た
後
□
速
や
か
に
□
四
に
掲
げ
る
樹
木
の
所
在
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
林
業
事
務
所
の
長

を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
し
□
そ
の
提
出
が
あ
□
た
と
き
は
□
知
事
は
□
当
該
申
請
者

が
四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
□
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
□
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
□
損
失
補
償

金
を
交
付
す
る
□ 

 

４ 
知
事
は
□
四
に
掲
げ
る
樹
木
を
所
有
し
□
又
は
管
理
す
る
者
が
□
二
に
定
め
る
期
間
内
に
四
に
掲

げ
る
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
□
行
□
て
も
十
分
で
な
い
と
き
又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
□
当

該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
あ
る
□ 

 

５ 

知
事
は
□
４
の
措
置
を
行
□
た
場
合
に
お
い
て
□
そ
の
費
用
の
額
が
□
四
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う

べ
き
者
が
自
ら
そ
の
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
□
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な

る
べ
き
補
償
の
額
を
超
え
る
と
き
は
□
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る
額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収



 
 

 

四 

千 葉 県 報 第１４０１９号 令和 7 年 2 月 28 日（金曜日） 

す
る
こ
と
が
あ
る
□ 

 
千
葉
県
告
示
第
百
七
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

旭
町
五 

船
橋
市
旭
町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

旭
町
六 

船
橋
市
旭
町
一
丁
目
及
び
旭
町
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

旭
町
七 

船
橋
市
旭
町
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

旭
町
八 

船
橋
市
旭
町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

夏
見
台
三 

船
橋
市
夏
見
台
二
丁
目
□
夏
見
六
丁
目
□

夏
見
台
四
丁
目
□
夏
見
七
丁
目
及
び
夏
見

台
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

夏
見
台
四 

船
橋
市
夏
見
台
五
丁
目
□
旭
町
五
丁
目
及

び
夏
見
台
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

夏
見
台
五 

船
橋
市
夏
見
台
五
丁
目
及
び
旭
町
五
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

夏
見
台
六 

船
橋
市
夏
見
台
六
丁
目
及
び
夏
見
台
四
丁

目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
一 

船
橋
市
丸
山
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
二 

船
橋
市
丸
山
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
三 

船
橋
市
丸
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

丸
山
四 

船
橋
市
丸
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
九 

船
橋
市
丸
山
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

金
杉
八 

船
橋
市
金
杉
一
丁
目
及
び
夏
見
台
四
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

金
杉
九 

船
橋
市
金
杉
二
丁
目
及
び
夏
見
台
六
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

金
杉
一
〇 

船
橋
市
金
杉
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
二 

船
橋
市
西
船
一
丁
目
及
び
海
神
六
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
三 

船
橋
市
西
船
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
四 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
六 

船
橋
市
西
船
六
丁
目
及
び
西
船
五
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
七 

船
橋
市
西
船
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
八 

船
橋
市
西
船
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
九 

船
橋
市
西
船
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

西
船
一
〇 

船
橋
市
西
船
六
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

前
貝
塚
町
三 

船
橋
市
前
貝
塚
町
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

前
貝
塚
町
四 

船
橋
市
前
貝
塚
町
及
び
上
山
町
二
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

前
貝
塚
町
五 
船
橋
市
前
貝
塚
町
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
中
山
二 

船
橋
市
東
中
山
一
丁
目
□
本
中
山
一
丁
目 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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及
び
東
中
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

 

東
中
山
三 

船
橋
市
東
中
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
中
山
四 

船
橋
市
東
中
山
二
丁
目
及
び
市
川
市
若
宮

一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示

す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
中
山
五 

船
橋
市
東
中
山
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

藤
原
三 

船
橋
市
藤
原
三
丁
目
及
び
市
川
市
柏
井
町

一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示

す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

藤
原
四 

船
橋
市
藤
原
三
丁
目
及
び
市
川
市
柏
井
町

一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示

す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

藤
原
五 

船
橋
市
藤
原
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

藤
原
六 

船
橋
市
藤
原
七
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

山
野
町
一 

船
橋
市
山
野
町
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

芝
山
六 

船
橋
市
芝
山
四
丁
目
及
び
芝
山
五
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
八
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

丸
山
五 

船
橋
市
丸
山
三
丁
目
及
び
鎌
ケ
谷
市
道
野

辺
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

 

域 
 

丸
山
六 

船
橋
市
丸
山
三
丁
目
及
び
鎌
ケ
谷
市
道
野

辺
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
七 

船
橋
市
丸
山
三
丁
目
及
び
鎌
ケ
谷
市
東
道

野
辺
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

丸
山
八 

船
橋
市
丸
山
四
丁
目
及
び
鎌
ケ
谷
市
東
道

野
辺
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

藤
原
七 

船
橋
市
藤
原
八
丁
目
及
び
鎌
ケ
谷
市
道
野

辺
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
九
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

河
原
塚
一 

松
戸
市
河
原
塚
及
び
紙
敷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
二 

松
戸
市
河
原
塚
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
三 

松
戸
市
河
原
塚
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
四 

松
戸
市
河
原
塚
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
五 

松
戸
市
河
原
塚
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
六 
松
戸
市
河
原
塚
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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河
原
塚
七 

松
戸
市
河
原
塚
及
び
日
暮
八
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

河
原
塚
八 

松
戸
市
河
原
塚
及
び
日
暮
七
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

岩
瀬
六 

松
戸
市
岩
瀬
及
び
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

岩
瀬
七 
松
戸
市
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

岩
瀬
八 

松
戸
市
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

岩
瀬
九 

松
戸
市
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

岩
瀬
一
〇 

松
戸
市
岩
瀬
及
び
胡
録
台
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

久
保
平
賀
一 

松
戸
市
久
保
平
賀
及
び
小
金
原
一
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

栗
山
四 

松
戸
市
栗
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

栗
山
五 

松
戸
市
栗
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

胡
録
台
一 

松
戸
市
胡
録
台
及
び
野
菊
野
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

五
香
西
一 

松
戸
市
五
香
西
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

五
香
西
二 

松
戸
市
五
香
西
五
丁
目
及
び
五
香
西
四
丁

目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
谷
四 

松
戸
市
幸
谷
及
び
二
ツ
木
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
谷
五 

松
戸
市
幸
谷
及
び
新
松
戸
一
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
谷
六 

松
戸
市
幸
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
谷
七 

松
戸
市
幸
谷
□
小
金
清
志
町
三
丁
目
及
び

小
金
清
志
町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

 

の
図
面
に
示
す
区
域 

 

幸
谷
八 

松
戸
市
幸
谷
及
び
小
金
清
志
町
一
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

新
松
戸
東
一 

松
戸
市
新
松
戸
東
及
び
幸
谷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
田
一 

松
戸
市
幸
田
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
田
二 

松
戸
市
幸
田
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
田
三 

松
戸
市
幸
田
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

幸
田
四 

松
戸
市
幸
田
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

高
塚
新
田
二 

松
戸
市
高
塚
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

高
塚
新
田
三 

松
戸
市
高
塚
新
田
及
び
市
川
市
大
野
町
二

丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

高
塚
新
田
四 

松
戸
市
高
塚
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

高
塚
新
田
五 

松
戸
市
高
塚
新
田
及
び
紙
敷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

高
塚
新
田
六 

松
戸
市
高
塚
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
一 

松
戸
市
秋
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
二 

松
戸
市
秋
山
及
び
市
川
市
稲
越
二
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
三 

松
戸
市
秋
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
四 

松
戸
市
秋
山
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
五 
松
戸
市
秋
山
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

秋
山
六 

松
戸
市
秋
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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に
示
す
区
域 

 

根
本
一 

松
戸
市
根
本
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
四 

松
戸
市
根
木
内
及
び
柏
市
中
新
宿
三
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
五 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
六 

松
戸
市
根
木
内
及
び
柏
市
光
ケ
丘
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
七 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
八 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
九 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
一
〇 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

根
木
内
一
一 

松
戸
市
根
木
内
及
び
柏
市
中
新
宿
三
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
三 

松
戸
市
紙
敷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
四 

松
戸
市
紙
敷
及
び
市
川
市
大
町
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
五 

松
戸
市
紙
敷
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
六 

松
戸
市
紙
敷
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
七 

松
戸
市
紙
敷
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

紙
敷
八 

松
戸
市
紙
敷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
一 

松
戸
市
小
金
及
び
小
金
原
七
丁
目
並
び
に

柏
市
酒
井
根
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
二 

松
戸
市
小
金
□
小
金
清
志
町
三
丁
目
及
び 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

 

小
金
清
志
町
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

 

小
金
三 

松
戸
市
小
金
及
び
小
金
清
志
町
三
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
四 

松
戸
市
小
金
□
大
谷
口
□
新
松
戸
一
丁
目

及
び
殿
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
五 

松
戸
市
小
金
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
き
よ
し
ケ

丘
一 

松
戸
市
小
金
き
よ
し
ケ
丘
三
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
一 

松
戸
市
小
金
原
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
二 

松
戸
市
小
金
原
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
三 

松
戸
市
小
金
原
二
丁
目
及
び
根
木
内
並
び

に
柏
市
酒
井
根
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
四 

松
戸
市
小
金
原
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
五 

松
戸
市
小
金
原
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
六 

松
戸
市
小
金
原
三
丁
目
及
び
小
金
原
六
丁

目
並
び
に
柏
市
酒
井
根
□
西
山
一
丁
目
及

び
西
山
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
七 

松
戸
市
小
金
原
七
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
八 

松
戸
市
小
金
原
八
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
原
九 

松
戸
市
小
金
原
九
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
金
上
総
町
一 
松
戸
市
小
金
上
総
町
及
び
小
金
清
志
町
一

丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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小
根
本
一 

松
戸
市
小
根
本
及
び
岩
瀬
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
山
二 

松
戸
市
小
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
山
三 

松
戸
市
小
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

小
山
四 
松
戸
市
小
山
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
五 

松
戸
市
松
戸
及
び
二
十
世
紀
が
丘
柿
の
木

町
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
六 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
七 

松
戸
市
松
戸
及
び
小
山
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
八 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
九 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
一
〇 

松
戸
市
松
戸
□
岩
瀬
及
び
胡
録
台
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
一
一 

松
戸
市
松
戸
及
び
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
一
二 

松
戸
市
松
戸
□
松
戸
新
田
及
び
岩
瀬
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
一
三 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
新
田
二 

松
戸
市
松
戸
新
田
□
千
駄
堀
及
び
上
本
郷

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
新
田
三 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
新
田
四 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
新
田
五 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

松
戸
新
田
六 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

松
戸
新
田
七 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
本
郷
一
〇 

松
戸
市
上
本
郷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
本
郷
一
一 

松
戸
市
上
本
郷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
本
郷
一
二 

松
戸
市
上
本
郷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
本
郷
一
三 

松
戸
市
上
本
郷
及
び
新
作
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
矢
切
三 

松
戸
市
上
矢
切
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
矢
切
四 

松
戸
市
上
矢
切
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

上
矢
切
五 

松
戸
市
上
矢
切
及
び
小
山
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

常
盤
平
陣
屋
前

一 

松
戸
市
常
盤
平
陣
屋
前
□
常
盤
平
西
窪
町

及
び
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
四 

松
戸
市
千
駄
堀
及
び
松
戸
新
田
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
五 

松
戸
市
千
駄
堀
及
び
金
ケ
作
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
六 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
七 

松
戸
市
千
駄
堀
及
び
八
ケ
崎
五
丁
目
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
八 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
九 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
一
〇 
松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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千
駄
堀
一
一 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
一
二 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

千
駄
堀
一
三 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
橋
六 
松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
橋
七 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
橋
八 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
橋
九 

松
戸
市
大
橋
及
び
二
十
世
紀
が
丘
梨
元
町

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
橋
一
〇 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
谷
口
八 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
谷
口
九 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
谷
口
一
〇 

松
戸
市
大
谷
口
及
び
大
金
平
三
丁
目
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
谷
口
一
一 

松
戸
市
大
谷
口
□
大
金
平
二
丁
目
□
大
金

平
一
丁
目
及
び
大
金
平
三
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

大
谷
口
一
二 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

中
金
杉
一 

松
戸
市
中
金
杉
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

中
和
倉
四 

松
戸
市
中
和
倉
及
び
上
本
郷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

中
和
倉
五 

松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

中
和
倉
六 

松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

中
和
倉
七 

松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

仲
井
町
一 

松
戸
市
仲
井
町
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

殿
平
賀
一 

松
戸
市
殿
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

殿
平
賀
二 

松
戸
市
殿
平
賀
□
大
金
平
二
丁
目
及
び
大

金
平
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

殿
平
賀
三 

松
戸
市
殿
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

殿
平
賀
四 

松
戸
市
殿
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
平
賀
一 

松
戸
市
東
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
平
賀
二 

松
戸
市
東
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

東
平
賀
三 

松
戸
市
東
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

二
ツ
木
三 

松
戸
市
二
ツ
木
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

二
ツ
木
四 

松
戸
市
二
ツ
木
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
三 

松
戸
市
八
ケ
崎
一
丁
目
及
び
二
ツ
木
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
四 

松
戸
市
八
ケ
崎
一
丁
目
及
び
二
ツ
木
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
五 

松
戸
市
八
ケ
崎
二
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
六 

松
戸
市
八
ケ
崎
二
丁
目
及
び
八
ケ
崎
緑
町

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
七 

松
戸
市
八
ケ
崎
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

二
ツ
木
二
葉
町

一 

松
戸
市
二
ツ
木
二
葉
町
及
び
二
ツ
木
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
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二
ツ
木
二
葉
町

二 

松
戸
市
二
ツ
木
二
葉
町
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

日
暮
一 

松
戸
市
日
暮
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

日
暮
二 

松
戸
市
日
暮
五
丁
目
□
日
暮
三
丁
目
及
び

日
暮
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
緑
町
一 

松
戸
市
八
ケ
崎
緑
町
□
八
ケ
崎
八
丁
目
□

八
ケ
崎
三
丁
目
□
八
ケ
崎
二
丁
目
□
八
ケ

崎
七
丁
目
及
び
八
ケ
崎
五
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

八
ケ
崎
緑
町
二 

松
戸
市
八
ケ
崎
緑
町
及
び
八
ケ
崎
八
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
賀
二 

松
戸
市
平
賀
及
び
東
平
賀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
賀
三 

松
戸
市
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

平
賀
四 

松
戸
市
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

稔
台
一 

松
戸
市
稔
台
一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

稔
台
二 

松
戸
市
稔
台
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

稔
台
三 

松
戸
市
稔
台
六
丁
目
及
び
和
名
ケ
谷
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

稔
台
四 

松
戸
市
稔
台
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
一
四 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
及
び
大
橋
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
一
五 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
一
六 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
一
七 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

 

 
 

 

和
名
ケ
谷
一
八 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
及
び
大
橋
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
一
九 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

和
名
ケ
谷
二
〇 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

串
崎
新
田
一 

松
戸
市
串
崎
新
田
及
び
五
香
西
四
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

吉
井
町
一 

松
戸
市
吉
井
町
及
び
竹
ケ
花
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

南
花
島
一 

松
戸
市
南
花
島
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 

な
お
□
同
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
三
年
千
葉
県
告
示
第
百
二
号
□
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
□
で
指

定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
□
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

指
定
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

松
戸
二 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

指
定
の
解
除
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種
類 

松
戸
二 
松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備
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え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 
千
葉
県
告
示
第
百
十
一
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 
指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

旭
町
五 

船
橋
市
旭
町
二
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

旭
町
六 

船
橋
市
旭
町
一
丁
目
及
び
旭
町

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

旭
町
七 

船
橋
市
旭
町
一
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

旭
町
八 

船
橋
市
旭
町
二
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

夏
見
台
三 

船
橋
市
夏
見
台
二
丁
目
□
夏
見

六
丁
目
□
夏
見
台
四
丁
目
□
夏

見
七
丁
目
及
び
夏
見
台
一
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

夏
見
台
四 

船
橋
市
夏
見
台
五
丁
目
□
旭
町

五
丁
目
及
び
夏
見
台
三
丁
目
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示

す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

夏
見
台
五 

船
橋
市
夏
見
台
五
丁
目
及
び
旭

町
五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

夏
見
台
六 

船
橋
市
夏
見
台
六
丁
目
及
び
夏

見
台
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□ 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

丸
山
九 

船
橋
市
丸
山
五
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

金
杉
八 

船
橋
市
金
杉
一
丁
目
及
び
夏
見

台
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

金
杉
九 

船
橋
市
金
杉
二
丁
目
及
び
夏
見

台
六
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

金
杉
一
〇 

船
橋
市
金
杉
二
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
二 

船
橋
市
西
船
一
丁
目
及
び
海
神

六
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
三 

船
橋
市
西
船
四
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
五 

船
橋
市
西
船
五
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
六 

船
橋
市
西
船
六
丁
目
及
び
西
船

五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

西
船
七 

船
橋
市
西
船
一
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

前
貝
塚
町
三 

船
橋
市
前
貝
塚
町
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

前
貝
塚
町
五 

船
橋
市
前
貝
塚
町
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
中
山
二 

船
橋
市
東
中
山
一
丁
目
□
本
中

山
一
丁
目
及
び
東
中
山
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
中
山
三 

船
橋
市
東
中
山
二
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
中
山
四 

船
橋
市
東
中
山
二
丁
目
及
び
市 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 
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川
市
若
宮
一
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

東
中
山
五 

船
橋
市
東
中
山
一
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

藤
原
三 

船
橋
市
藤
原
三
丁
目
及
び
市
川

市
柏
井
町
一
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

藤
原
四 

船
橋
市
藤
原
三
丁
目
及
び
市
川

市
柏
井
町
一
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

芝
山
六 

船
橋
市
芝
山
四
丁
目
及
び
芝
山

五
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
二
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 
谷 

 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

丸
山
五 

船
橋
市
丸
山
三
丁
目
及
び
鎌
ケ

谷
市
道
野
辺
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丸
山
六 

船
橋
市
丸
山
三
丁
目
及
び
鎌
ケ

谷
市
道
野
辺
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

丸
山
八 

船
橋
市
丸
山
四
丁
目
及
び
鎌
ケ

谷
市
東
道
野
辺
三
丁
目
の
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

 
 

藤
原
七 

船
橋
市
藤
原
八
丁
目
及
び
鎌
ケ

谷
市
道
野
辺
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

  

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
葛
南
土
木
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
三
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

河
原
塚
七 

松
戸
市
河
原
塚
及
び
日
暮
八
丁

目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

岩
瀬
七 

松
戸
市
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

岩
瀬
九 

松
戸
市
岩
瀬
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

岩
瀬
一
〇 

松
戸
市
岩
瀬
及
び
胡
録
台
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

久
保
平
賀
一 

松
戸
市
久
保
平
賀
及
び
小
金
原

一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

栗
山
五 

松
戸
市
栗
山
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

幸
谷
四 
松
戸
市
幸
谷
及
び
二
ツ
木
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 
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区
域 

 
 

幸
谷
五 

松
戸
市
幸
谷
及
び
新
松
戸
一
丁

目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面

に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

幸
谷
七 

松
戸
市
幸
谷
□
小
金
清
志
町
三

丁
目
及
び
小
金
清
志
町
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

幸
谷
八 

松
戸
市
幸
谷
及
び
小
金
清
志
町

一
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

幸
田
二 

松
戸
市
幸
田
二
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

幸
田
四 

松
戸
市
幸
田
三
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

高
塚
新
田
六 

松
戸
市
高
塚
新
田
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

秋
山
三 

松
戸
市
秋
山
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

根
本
一 

松
戸
市
根
本
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

根
木
内
四 

松
戸
市
根
木
内
及
び
柏
市
中
新

宿
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

根
木
内
五 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

根
木
内
七 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

根
木
内
九 

松
戸
市
根
木
内
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

紙
敷
三 

松
戸
市
紙
敷
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

紙
敷
四 

松
戸
市
紙
敷
及
び
市
川
市
大
町

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙
敷
五 

松
戸
市
紙
敷
三
丁
目
の
区
域
の

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

紙
敷
八 

松
戸
市
紙
敷
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
一 

松
戸
市
小
金
及
び
小
金
原
七
丁

目
並
び
に
柏
市
酒
井
根
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
二 

松
戸
市
小
金
□
小
金
清
志
町
三

丁
目
及
び
小
金
清
志
町
二
丁
目

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
三 

松
戸
市
小
金
及
び
小
金
清
志
町

三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の

図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
四 

松
戸
市
小
金
□
大
谷
口
□
新
松

戸
一
丁
目
及
び
殿
平
賀
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
原
三 

松
戸
市
小
金
原
二
丁
目
及
び
根

木
内
並
び
に
柏
市
酒
井
根
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
原
四 

松
戸
市
小
金
原
四
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
金
上
総
町
一 

松
戸
市
小
金
上
総
町
及
び
小
金

清
志
町
一
丁
目
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

小
根
本
一 

松
戸
市
小
根
本
及
び
岩
瀬
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
七 
松
戸
市
松
戸
及
び
小
山
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 
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松
戸
九 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
一
一 

松
戸
市
松
戸
及
び
岩
瀬
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
一
三 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
新
田
二 

松
戸
市
松
戸
新
田
□
千
駄
堀
及

び
上
本
郷
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
新
田
三 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

松
戸
新
田
六 

松
戸
市
松
戸
新
田
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

上
本
郷
一
二 

松
戸
市
上
本
郷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

上
本
郷
一
三 

松
戸
市
上
本
郷
及
び
新
作
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

上
矢
切
五 

松
戸
市
上
矢
切
及
び
小
山
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
四 

松
戸
市
千
駄
堀
及
び
松
戸
新
田

の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に

示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
六 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
七 

松
戸
市
千
駄
堀
及
び
八
ケ
崎
五

丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
八 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
九 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
一
一 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

千
駄
堀
一
二 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

千
駄
堀
一
三 

松
戸
市
千
駄
堀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
橋
六 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
橋
七 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
橋
八 

松
戸
市
大
橋
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
橋
九 

松
戸
市
大
橋
及
び
二
十
世
紀
が

丘
梨
元
町
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
谷
口
八 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
谷
口
九 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
谷
口
一
〇 

松
戸
市
大
谷
口
及
び
大
金
平
三

丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
谷
口
一
一 

松
戸
市
大
谷
口
□
大
金
平
二
丁

目
□
大
金
平
一
丁
目
及
び
大
金

平
三
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

大
谷
口
一
二 

松
戸
市
大
谷
口
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

中
金
杉
一 

松
戸
市
中
金
杉
四
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

中
和
倉
五 

松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

中
和
倉
六 
松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

中
和
倉
七 

松
戸
市
中
和
倉
の
区
域
の
う 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 
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ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

仲
井
町
一 

松
戸
市
仲
井
町
一
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

殿
平
賀
二 

松
戸
市
殿
平
賀
□
大
金
平
二
丁

目
及
び
大
金
平
一
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

殿
平
賀
三 

松
戸
市
殿
平
賀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

殿
平
賀
四 

松
戸
市
殿
平
賀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

東
平
賀
二 

松
戸
市
東
平
賀
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

二
ツ
木
三 

松
戸
市
二
ツ
木
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

八
ケ
崎
三 

松
戸
市
八
ケ
崎
一
丁
目
及
び
二

ツ
木
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

八
ケ
崎
四 

松
戸
市
八
ケ
崎
一
丁
目
及
び
二

ツ
木
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
次
の
図
面
の
と
お
り 

八
ケ
崎
五 

松
戸
市
八
ケ
崎
二
丁
目
の
区
域

の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区

域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

八
ケ
崎
六 

松
戸
市
八
ケ
崎
二
丁
目
及
び
八

ケ
崎
緑
町
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

二
ツ
木
二
葉
町

一 

松
戸
市
二
ツ
木
二
葉
町
及
び
二

ツ
木
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

八
ケ
崎
緑
町
一 

松
戸
市
八
ケ
崎
緑
町
□
八
ケ
崎

八
丁
目
□
八
ケ
崎
三
丁
目
□
八

ケ
崎
二
丁
目
□
八
ケ
崎
七
丁
目 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

及
び
八
ケ
崎
五
丁
目
の
区
域
の 

 
 

 

う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

 
 

八
ケ
崎
緑
町
二 

松
戸
市
八
ケ
崎
緑
町
及
び
八
ケ

崎
八
丁
目
の
区
域
の
う
ち
□
次

の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

平
賀
二 

松
戸
市
平
賀
及
び
東
平
賀
の
区

域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示
す

区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

平
賀
四 

松
戸
市
平
賀
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

稔
台
三 

松
戸
市
稔
台
六
丁
目
及
び
和
名

ケ
谷
の
区
域
の
う
ち
□
次
の
図

面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

和
名
ケ
谷
一
四 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
及
び
大
橋
の

区
域
の
う
ち
□
次
の
図
面
に
示

す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

和
名
ケ
谷
一
五 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

和
名
ケ
谷
一
六 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

和
名
ケ
谷
一
七 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

和
名
ケ
谷
二
〇 

松
戸
市
和
名
ケ
谷
の
区
域
の
う

ち
□
次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 
千
葉
県
告
示
第
百
十
四
号 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
七
号
□
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
□ 

 

な
お
□
同
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
三
年
千
葉
県
告
示
第
百
五
号
□
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
□

で
指
定
し
た
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
□
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

指
定
に
係
る
区
域 
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区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

松
戸
二 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

二 

指
定
の
解
除
に
係
る
区
域 

区
域
の
名
称 

指
定
の
区
域 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

土
砂
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
に
行

う
建
築
物
の
構
造
の

規
制
に
必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事
項 

松
戸
二 

松
戸
市
松
戸
の
区
域
の
う
ち
□

次
の
図
面
に
示
す
区
域 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

次
の
図
面
の
と
お
り 

 
 

□
□
次
の
図
面
□
は
□
省
略
し
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
及
び
東
葛
飾
土
木
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
野
田
都
市
計
画

下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 
人 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

野
田
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

野
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
野
田
市
第
一
号
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
九
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 
 

収
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
柏
都
市
計
画
下

水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

柏
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

柏
都
市
計
画
下
水
道
事
業
柏
市
第
四
号
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
三
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 
 

収
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
八
千
代
都
市
計

画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

八
千
代
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

八
千
代
都
市
計
画
下
水
道
事
業
八
千
代
市
第
一
号
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
七
年
八
月
十
一
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 
 

収
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 
 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

 

千
葉
県
告
示
第
百
十
八
号 

 

都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
芝
山
都
市
計
画

下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

施
行
者
の
名
称 
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山
武
郡
芝
山
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

芝
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
芝
山
町
第
一
号
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 
 

収
用
の
部
分 
変
更
な
し 

 
 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

選

挙

管

理

委

員

会

告

示 

千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号 

 

令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
の
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収

支
報
告
書
に
つ
い
て
訂
正
の
報
告
が
あ
□
た
の
で
□
令
和
五
年
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
八

号
□
令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
の
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る

収
支
報
告
書
の
要
旨
□
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

 

菊 

地 
 

秀 

樹 
 

 

候
補
者
中
村
実
に
係
る
収
支
報
告
書
□
第
一
回
分
□
の
要
旨
の
訂
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
□ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
め
る
□ 

候
補
者
中
村
実
に
係
る
収
支
報
告
書
□
第
二
回
分
□
の
要
旨
の
訂
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改
め
る
□ 

候
補
者
中
村
実
に
係
る
収
支
報
告
書
□
第
三
回
分
□
の
要
旨
の
訂
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
め
る
□ 

公

告 

 
 

 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
送
付
及
び
縦
覧
等 

 

千
葉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
□
平
成
十
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
六
号
□
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
□
新
井

総
合
施
設
株
式
会
社
か
ら
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
変
更
□
君
津
環
境
整
備
セ
ン
タ
□
第
Ⅳ
期
増
設
事
業
□

に
係
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
送
付
が
あ
□
た
□ 

 

そ
の
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
有
す
る
者
は
□
千
葉
県
環

境
影
響
評
価
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
そ
の
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全

の
見
地
か
ら
の
意
見
を
書
面
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 

な
お
□
そ
の
事
業
者
の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
□
対
象
事
業
の
名
称
□

種
類
及
び
規
模
□
対
象
事
業
実
施
区
域
□
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
地
域
の
範
囲
□
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
場
所
□
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
時
間
□
環
境
影
響
評
価

方
法
書
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
等
並
び
に
方
法
書
説
明
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催

場
所
は
□
次
の
と
お
り
で
あ
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

事
業
者
の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

新
井
総
合
施
設
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井
隆
太 

君
津
市
怒
田
字
花
立
六
四
三
番
地
一 

二 

対
象
事
業
の
名
称
□
種
類
及
び
規
模 

 
 

君
津
環
境
整
備
セ
ン
タ
□
第
Ⅳ
期
増
設
事
業 

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
変
更 

増
加
後
の
埋
立
処
分

面
積
二
十
五
・
三
ヘ
ク
タ
□
ル
□
増
加
す
る
埋
立
処
分
面
積
八
・
二
ヘ
ク
タ
□
ル
□ 

三 

対
象
事
業
実
施
区
域 

 
 

君
津
市
怒
田
字
花
立
及
び
字
広
野
並
び
に
坂
畑
字
花
立
及
び
字
横
尾
の
各
一
部 

四 

対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
の
範
囲 

 
 

市
原
市
及
び
君
津
市 

五 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
場
所
□
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
時
間 

 

１ 

縦
覧
場
所 

 
 

 

千
葉
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
並
び
に
市
原
市
環
境
部
環
境
管
理
課
及
び
市
原
市
役
所
加
茂
支

所
並
び
に
君
津
市
経
済
環
境
部
環
境
保
全
課
□
小
櫃
地
域
市
民
セ
ン
タ
□
及
び
上
総
地
域
市
民
セ
ン

タ
□ 

 

２ 

縦
覧
期
間 

 
 

 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
□
千
葉
県
の
休
日
に
関
す
る
条
例
□
平
成
元

年
千
葉
県
条
例
第
一
号
□
第
一
条
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
□
□ 

 

３ 
縦
覧
時
間 

 
 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

六 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先
等 

 

１ 

提
出
期
限 

 
 

 

令
和
七
年
四
月
十
五
日
□
郵
送
に
よ
る
場
合
は
□
同
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効
と
す

る
□
□ 

「
千

葉
県

医
師

連
盟

 
 

 
 

 
 
2
0
0
,
0
0
0
」

 

「
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
」

 

「
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
」

 
 

を 
 

 
に 

「
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
」

 
 

を 
 

 
 

に 

「
今

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
 

 
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
-
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
2
0
,
0
0
0
」

 「
千

葉
県

医
師

連
盟

 
 

 
 

 
 
2
0
0
,
0
0
0
 

自
由

民
主

党
千

葉
県

 

第
四

選
挙

区
支

部
 

 
 

 
 

 
3
0
,
0
0
0
」

 

「
今

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
 

 
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
-
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
」

 

「
前

 
回

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
 

 
総

 
 

 
計

 
 

 
 

 
 

 
 
2
,
1
5
0
,
0
0
0
」
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２ 

提
出
先 

 
 

 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

千
葉
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課 

 
３ 
意
見
書
に
記
載
す
る
事
項 

 
 

 
 

意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
□
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
□
て
は
□
そ

の
名
称
□
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
□ 

 
 

 
 

意
見
書
の
提
出
の
対
象
で
あ
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
名
称 

 
 

 
 

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見 

 

４ 

そ
の
他 

 
 

 
 

３ 

の
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
は
□
日
本
語
に

よ
り
□
意
見
の
理
由
を
含
め
て
記
載
す
る
こ
と
□ 

 
 

 
 

意
見
書
の
提
出
は
□
千
葉
県
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
か
ら
イ
ン
タ
□
ネ
□
ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と

も
で
き
る
□ 

七 

方
法
書
説
明
会
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所 

開

 

催

 

日

 

時 

開

 

催

 

場

 

所 

令
和
七
年
三
月
十
二
日
□
水
曜
日
□
午
後
七
時

か
ら
午
後
九
時
ま
で 

君
津
市
上
総
地
域
交
流
セ
ン
タ
□
□
君
津
市
久

留
里
市
場
一
九
二
番
地
五
□ 

令
和
七
年
三
月
十
五
日
□
土
曜
日
□
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で 

君
津
市
上
総
地
域
交
流
セ
ン
タ
□
□
君
津
市
久

留
里
市
場
一
九
二
番
地
五
□ 

令
和
七
年
三
月
十
七
日
□
月
曜
日
□
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で 

君
津
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
□
□
君
津
市
久

保
二
丁
目
一
三
番
二
号
□ 

令
和
七
年
三
月
二
十
二
日
□
土
曜
日
□
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で 

市
原
市
立
加
茂
公
民
館
□
市
原
市
養
老
九
四
九

番
地
一
□ 

   
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
□
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
□
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
□
た
□ 

 

そ
の
届
出
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 

な
お
□
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
□
千
葉

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ビ
ビ
□
ト
南
船
橋 

 
 

 

船
橋
市
浜
町
二
丁
目
四
番
七
一
二
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

大
山
一
也 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

常
陰
均 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

大
山
一
也 

 

５ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
ス
□
パ
□
バ
リ
□
□ 

代
表
取
締
役 

岸
本
七
朗
ほ
か 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
愛
宕
三
丁
目
一
番
四
○
号
ほ
か 

 

６ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
ス
□
パ
□
バ
リ
□
□ 

代
表
取
締
役 

内
田
貴
之
ほ
か 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
愛
宕
三
丁
目
一
番
四
○
号
ほ
か 

 

７ 

変
更
年
月
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日
ほ
か 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
船
橋
市
経
済
部
商
工
振
興
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
□
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
□
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
□
た
□ 

 

そ
の
届
出
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
な
お
□
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
□
千
葉

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ら
ら
ぽ
□
と
柏
の
葉
北
館 

 

（一） 

 

（二） 

 

（三） 

 

（三） 
 

（一） 

 

（二） 

 

（一） 

 

（二） 



  

一
九 
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柏
都
市
計
画
事
業
柏
北
部
中
央
地
区
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
一
四
八
街
区 

 
２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

植
田
俊 

 
 

 
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

菰
田
正
信 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

植
田
俊 

 

５ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
ノ
ジ
マ 

代
表
執
行
役 

野
島
廣
司
ほ
か 

 
 

 

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
横
山
一
丁
目
一
番
一
号
ほ
か 

 

６ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
ノ
ジ
マ 

代
表
執
行
役 

野
島
廣
司
ほ
か 

 
 

 

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
横
山
一
丁
目
一
番
一
号
ほ
か 

 

７ 

変
更
年
月
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
四
年
五
月
二
十
五
日
□
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
及
び
同
年
四
月
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
柏
市
経
済
産
業
部
商
工
観
光
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
□
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
□
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
□
た
□ 

 

そ
の
届
出
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 

な
お
□
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
□
千
葉

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ら
ら
ぽ
□
と
柏
の
葉 

 
 

 

柏
都
市
計
画
事
業
柏
北
部
中
央
地
区
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
一
五
〇
街
区
一
画
地
ほ
か 

 

２ 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

植
田
俊 

 
 

 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

菰
田
正
信 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 

三
井
不
動
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

植
田
俊 

 

５ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
東
急
ス
ト
ア 

代
表
取
締
役 

須
田
清
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
一
丁
目
二
一
番
一
二
号
ほ
か 

 

６ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

株
式
会
社
東
急
ス
ト
ア 

代
表
取
締
役 

大
堀
左
千
夫
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
一
丁
目
二
一
番
一
二
号
ほ
か 

 

７ 

変
更
年
月
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 

 
 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 
 

令
和
六
年
二
月
十
三
日
ほ
か 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
二
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
柏
市
経
済
産
業
部
商
工
観
光
課 

  
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出 

 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
□
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
□
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
大
規
模

小
売
店
舗
の
変
更
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
そ
の
届
出
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 

な
お
□
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
□
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
□
千
葉

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

届
出
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 

（一） 

 

（二） 

 

（一） 

 

（二） 



 
 

 

二
〇 
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ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
千
葉
ニ
□
□
タ
ウ
ン
南 

 
 

 

印
西
市
中
央
南
二
丁
目
五
番
地 

 
２ 
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
等 

 
 

 
合
同
会
社
Ａ
Ｐ
Ｍ
フ
□
ン
ド
１ 

職
務
執
行
者 

池
田
卓
也 

 
 

 

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
九
番
地
一
五
東
京
ユ
ナ
イ
テ
□
ド
綜
合
事
務
所
内 

 

３ 

変
更
前
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

ブ
ラ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

助
川
弘
幸
ほ
か 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
四
丁
目
三
番
地
ほ
か 

 

４ 

変
更
後
の
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
等 

 
 

 

青
山
商
事
株
式
会
社 
代
表
取
締
役 

青
山
理
ほ
か 

 
 

 

広
島
県
福
山
市
王
子
町
一
丁
目
三
番
五
号
ほ
か 

 

５ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
及
び
令
和
五
年
一
月
三
十
一
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
三
月
六
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

千
葉
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
印
西
市
環
境
経
済
部
経
済
振
興
課 

人

事

委

員

会

公

告 

 
 

 

令
和
七
年
度
千
葉
県
職
員
採
用
上
級
試
験
の
実
施 

 

職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
規
則
□
昭
和
五
十
年
千
葉
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
□
第
六
条
の
規
定

に
よ
り
□
令
和
七
年
度
千
葉
県
職
員
採
用
上
級
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

 

髙 

梨 
 

國 

雄 
 

 

一 

試
験
の
区
分
□
試
験
職
種
□
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
の
内
容 

 
 

試
験
の
区
分 

試
験
職
種 

採
用
予
定
人
員 

職

務

の

内

容 

職
員
採
用
上

級
試
験 

一
般
行
政
Ｃ 

 

三
〇
名
程
度 

 

主
と
し
て
法
律
及
び
経
済
等
□
一
般
行
政

事
務
に
関
す
る
知
識
□
技
術
又
は
そ
の
他
の

能
力
を
必
要
と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
□ 

児
童
指
導
員 

一
五
名
程
度 

 

主
と
し
て
児
童
指
導
に
関
す
る
知
識
□
技

術
又
は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
業
務

に
従
事
す
る
□ 

土

木 

一
五
名
程
度 

 

主
と
し
て
土
木
に
関
す
る
知
識
□
技
術
又

は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
業
務
に
従

事
す
る
□ 

電

気 

一
〇
名
程
度 

 

主
と
し
て
電
気
に
関
す
る
知
識
□
技
術
又 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
業
務
に
従

事
す
る
□ 

二 

給
与 

 
 

こ
の
試
験
に
合
格
し
□
大
学
卒
業
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
者
に
は
□
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

□
昭
和
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
号
□
等
の
規
定
に
よ
り
□
原
則
と
し
て
次
の
給
料
及
び
諸
手
当

が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
□ 

試

験

の

区

分 

試
験
職
種 

適

用

給

料

表 

職
務
の
級 

号 

給 

職
員
採
用
上
級
試
験 

全
職
種 

行
政
職
給
料
表 

一 
 

級 

二
十
九
号
給 

三 

受
験
資
格 

 
 

試
験
の
区
分 

試
験
職
種 

受

験

資

格 

職
員
採
用
上

級
試
験 

一

般

行

政

Ｃ 
 

次
に
掲
げ
る
者 

 

一 

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者 

 

二 

平
成
十
六
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に

掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
八
年
三
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

 
 

ロ 

人
事
委
員
会
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者 

児

童

指

導

員 
 

次
に
掲
げ
る
者
で
□
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
□
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例

第
八
十
五
号
□
第
六
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
又
は
令
和
八
年
三
月
ま
で
に
同
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
見
込
み
の
も
の 

 

一 

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者 

 

二 

平
成
十
六
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に

掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
八
年
三
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

ロ 

人
事
委
員
会
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者 

土 
 

 
 

木 
電 

 
 

 

気 

 

次
に
掲
げ
る
者 

 

一 

平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者 

 
 

 



  

二
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二 

平
成
十
六
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に

掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
八
年
三
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

 
 

ロ 

人
事
委
員
会
が
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者 

 

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
□
地
方
公
務
員
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
□
第

十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
及
び
平
成
十
一
年
改
正
前
の
民
法
□
明
治
二
十
九
年
法

律
第
八
十
九
号
□
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
□
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す

る
も
の
以
外
□
は
受
験
で
き
な
い
□ 

四 

試
験
方
法 

 
 

試
験
は
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
に
分
け
て
実
施
す
る
も
の
と
し
□
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
の
方
法

は
次
の
と
お
り
と
す
る
□
た
だ
し
□
第
二
次
試
験
は
第
一
次
試
験
の
合
格
者
で
な
け
れ
ば
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
□ 

 

１ 

第
一
次
試
験 

 
 

 

試
験
方
法 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

容 

基
礎
能
力
検

査 

 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
一
般
行
政
Ｃ
の
試
験
職
種
に
限
る
□
□
に
お
い
て
□

言
語
的
理
解
力
□
数
的
処
理
能
力
及
び
論
理
的
思
考
力
に
つ
い
て
の
多
肢
選
択

式
に
よ
る
検
査
を
行
う
□ 

専
門
試
験 

 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
児
童
指
導
員
□
土
木
及
び
電
気
の
試
験
職
種
に
限

る
□
□
に
お
い
て
□
試
験
職
種
に
応
じ
た
専
門
的
な
知
識
□
技
術
又
は
そ
の
他

の
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
に
よ
る
大
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験
を
行
う
□ 

 

な
お
□
出
題
分
野
は
□
別
表
の
と
お
り
と
す
る
□ 

論
文
試
験 

 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
土
木
及
び
電
気
の
試
験
職
種
に
限
る
□
□
に
お
い

て
□
課
題
に
つ
い
て
の
判
断
力
□
専
門
的
知
識
□
文
章
に
よ
る
表
現
力
□
文
章

構
成
力
そ
の
他
の
能
力
に
つ
い
て
の
記
述
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
□ 

 

備
考 

論
文
試
験
は
□
第
二
次
試
験
と
し
て
評
価
す
る
□ 

 

２ 

第
二
次
試
験 

 
 

試
験
方
法 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

容 

論
文
試
験 

 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
一
般
行
政
Ｃ
の
試
験
職
種
に
限
る
□
□
に
お
い
て
□

課
題
に
つ
い
て
の
判
断
力
□
専
門
的
知
識
□
文
章
に
よ
る
表
現
力
□
文
章
構
成

力
そ
の
他
の
能
力
に
つ
い
て
の
記
述
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
□ 

口
述
試
験 

 

人
柄
□
性
向
等
に
つ
い
て
面
接
等
に
よ
る
試
験
を
行
う
□ 

適
性
検
査 

 

素
質
及
び
性
格
に
つ
い
て
の
質
問
紙
法
及
び
作
業
検
査
法
に
よ
る
検
査
を
行

う
□ 

 
 

 

３ 

受
験
資
格
等
の
調
査 

 
 

 

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
記
載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
□ 

五 

試
験
の
期
日
及
び
場
所 

 

１ 

第
一
次
試
験 

 
 

試 

験 

の 

区 

分 

期 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日 

試 
 

 

験 
 

 

場 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
一
般

行

政
Ｃ

の
試
験

職
種
に
限

る
□
□ 

令
和
七
年
四
月
九
日
□
水
曜
日
□

か
ら
二
十
一
日
□
月
曜
日
□
ま
で

の
う
ち
□
受
験
者
が
選
択
す
る
日 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
テ
ス
ト
セ
ン

タ
□
会
場
□
リ
ア
ル
会

場
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

場
□
の
う
ち
□
受
験
者

が
選
択
す
る
会
場 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
一
般

行

政
Ｃ

の
試
験

職
種
を
除

く
□
□ 

令
和
七
年
四
月
十
二
日
□
土
曜

日
□ 

人
事
委
員
会
が
指
定
す

る
千
葉
県
内
の
施
設 

 

２ 

第
二
次
試
験 

 
 

 

令
和
七
年
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
に
千
葉
市
内
で
行
う
□ 

 
 

 

な
お
□
詳
細
は
□
千
葉
県
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
に
お
い
て
発
表
す
る
□ 

六 

合
格
者
の
決
定
及
び
発
表 

 

１ 

第
一
次
試
験
合
格
者 

 
 

 

第
一
次
試
験
の
結
果
に
基
づ
き
試
験
職
種
ご
と
に
合
格
者
を
決
定
し
□
令
和
七
年
五
月
七
日
□
水

曜
日
□
□
予
定
□
に
千
葉
県
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
で
そ
の
受
験
番
号
を
発
表
す
る
□ 

 

２ 

最
終
合
格
者 

 
 

 

第
二
次
試
験
の
結
果
に
基
づ
き
試
験
職
種
ご
と
に
合
格
者
を
決
定
し
□
令
和
七
年
六
月
中
旬
に
千

葉
県
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
で
そ
の
受
験
番
号
を
発
表
す
る
□ 

 
 

 

な
お
□
合
否
の
結
果
に
つ
い
て
書
面
に
よ
り
本
人
に
通
知
す
る
□ 

七 

採
用
候
補
者
名
簿
の
作
成
及
び
採
用
方
法 

 

１ 

最
終
合
格
者
は
□
試
験
職
種
ご
と
に
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
高
点
順
に
登
載
す
る
□ 

 
 

 

な
お
□
採
用
候
補
者
名
簿
は
□
当
該
採
用
候
補
者
名
簿
が
確
定
し
た
後
一
年
以
上
を
経
過
し
た
場

合
に
は
失
効
さ
せ
る
□ 

 
２ 

採
用
者
は
□
任
命
権
者
に
提
示
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
決
定
さ
れ

る
□ 

 
 

 
な
お
□
採
用
は
□
令
和
八
年
四
月
一
日
以
降
の
予
定
で
あ
る
が
□
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い

て
は
□
採
用
候
補
者
名
簿
登
載
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
□ 

八 

受
験
手
続 

 

１ 

申
込
方
法 

 
 

 

イ
ン
タ
□
ネ
□
ト
に
よ
る
申
込
み
を
原
則
と
す
る
□
た
だ
し
□
郵
送
及
び
持
参
に
よ
る
申
込
み
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
□
受
験
申
込
用
紙
を
希
望
す
る
場
合
は
□
令
和
七
年
三
月
十
三
日
□
木
曜



 
 

 

二
二 
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日
□
ま
で
に
千
葉
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
□
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号
□
ま
で
申
し

出
る
こ
と
□
受
験
申
込
書
は
□
同
課
宛
て
に
提
出
す
る
こ
と
□ 

 
２ 
受
付
期
間 

 
 

 
令
和
七
年
三
月
三
日
□
月
曜
日
□
か
ら
二
十
一
日
□
金
曜
日
□
ま
で
と
す
る
□
な
お
□
同
日
午
後

五
時
ま
で
に
受
信
し
た
も
の
□
郵
送
の
場
合
は
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
□
持
参
の
場
合
は
同

日
午
後
五
時
ま
で
に
持
参
し
た
も
の
□
に
限
り
受
け
付
け
る
□ 

九 

そ
の
他 

 

１ 

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
□
別
に
受
験
案
内
が
作
成
さ
れ
る
の
で
参
照
す
る
こ
と
□ 

 

２ 

受
験
の
問
合
せ
等
を
郵
便
に
よ
□
て
行
う
場
合
に
は
□
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す

る
こ
と
□ 

 

３ 

職
員
採
用
上
級
試
験
□
一
般
行
政
Ｃ
の
試
験
職
種
に
限
る
□
□
に
係
る
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は

点
字
に
よ
る
受
験
を
□
職
員
採
用
上
級
試
験
に
係
る
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
拡
大
文
字
に
よ
る
受

験
を
認
め
る
□
点
字
又
は
拡
大
文
字
に
よ
る
受
験
を
希
望
す
る
場
合
は
□
千
葉
県
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
ま
で
申
込
時
に
申
し
出
る
こ
と
□ 

別
表 

専
門
試
験
の
出
題
分
野 

試
験
の
区
分 

試
験
職
種 

出

題

分

野 

職
員
採
用
上

級
試
験 

児
童
指
導
員 

 

社
会
福
祉
概
論
□
社
会
保
障
を
含
む
□
□
□
社
会
学
概
論
及

び
心
理
学
概
論
□
社
会
心
理
学
を
含
む
□
□ 

土

木 
 

数
学
・
物
理
□
応
用
力
学
□
水
理
学
□
土
質
工
学
□
測
量
□

土
木
計
画
□
都
市
計
画
を
含
む
□
□
及
び
材
料
・
施
工 

電

気 
 

数
学
・
物
理
□
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
□
電
気
計
測
・
制

御
□
電
気
機
器
・
電
力
工
学
□
電
子
工
学
及
び
情
報
・
通
信
工

学 

            

                                    

 
 

 

購
読
料 

本
号 

 

一
部 

 
 

 
 

 

六
六
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発 

行 

者 
 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

 
 

 

千 
 

 
 

 

葉 
 

 
 

 

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
読
申
込
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
四
三
□
二
二
三
□
二
六
五
八 

 


